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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】汚水の水質安定性を確保する汚水処理装置を提
供する。
【解決手段】一段生物化学的処理タンク１２と昇流式曝
気生物ろ過タンク１６を含み、一段生物化学的処理タン
ク１２の本体の下部に出水口１０－１が開けられ、底部
と濾過タンク１６内の下部に第一曝気管１３－１と第二
曝気管１３－２がそれぞれ取り付けられる。濾過タンク
１６内の上部に濾材層が取り付けられ、濾材層の上部に
おける本体の周辺に集水槽３７が設けられ、集水槽３７
に対応した位置での濾過タンク１６の本体の側壁に上部
出水口１０－２が開けられ、第二曝気管１３－２は遮断
網２７に支持されるように取り付けられ、遮断網２７の
下部における濾過タンク１６の本体に吸水口２０－１と
下部出水口１０－３が開けられる。一段生物化学的処理
タンク１２の出水口１０－１は第一管路を介して順に第
一手動弁１１－１、汚水粉砕ポンプ１４、流量調節弁１
１－２、流量計３９及び昇流式曝気生物ろ過タンク１６
の吸水口２０－１に接続される。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　一段生物化学的処理タンクと昇流式曝気生物ろ過タンクを含み、前記一段生物化学的処
理タンクと昇流式曝気生物ろ過タンクの本体頂部にそれぞれ排気口が開けられ、前記一段
生物化学的処理タンクの本体に生活汚水源の入り口が開けられ、前記一段生物化学的処理
タンクの本体の下部に出水口が開けられ、前記一段生物化学的処理タンク内に一段生物化
学的処理タンクの液位計が設置される生活汚水処理装置であって、前記昇流式曝気生物ろ
過タンクの排気口にタンクの頂部における排気管を介して第七手動弁が接続され、前記一
段生物化学的処理タンク内の底部と昇流式曝気生物ろ過タンク内の下部に第一曝気管と第
二曝気管がそれぞれ取り付けられ、前記第一曝気管と第二曝気管は曝気ファンに接続され
、前記昇流式曝気生物ろ過タンク内の上部に濾材層が取り付けられ、前記昇流式曝気生物
ろ過タンクの濾材層の上部における本体の周辺に集水槽が設けられ、集水槽に対応した位
置での昇流式曝気生物ろ過タンクの本体側壁に上部出水口が開けられ、前記第二曝気管は
遮断網に支持されるように取り付けられ、前記遮断網は昇流式曝気生物ろ過タンクの本体
内壁に固定され、前記遮断網と濾材層との間の昇流式曝気生物ろ過タンク内に浮遊型球状
バイオパッキンが充填されて生物化学的処理領域を形成し、前記昇流式曝気生物ろ過タン
クの生物化学的処理領域に加熱装置が取り付けられ、遮断網の下部における昇流式曝気生
物ろ過タンクの本体に吸水口が開けられ、昇流式曝気生物ろ過タンクの吸水口より低い昇
流式曝気生物ろ過タンクの本体に下部出水口が開けられ、前記一段生物化学的処理タンク
の出水口は第一管路を介して順に第一手動弁、汚水粉砕ポンプ、流量調節弁、流量計及び
昇流式曝気生物ろ過タンクの吸水口に接続され、一段生物化学的処理タンクの液位計が制
御システムに接続され、前記制御システムは一段生物化学的処理タンクの液位計の液位信
号を収集し、液位信号に基づきタンク内の液位高さを判断し、汚水粉砕ポンプに起動停止
制御信号を出力することを特徴とする生活汚水処理装置。
【請求項２】
　前記一段生物化学的処理タンクの本体に水戻り口が開けられ、昇流式曝気生物ろ過タン
クの下部出水口は第一水戻り管路を介して順に第三手動弁及び汚水粉砕ポンプの入り口と
第一手動弁との間の第一管路に連通し、第二管路は一端が汚水粉砕ポンプの出口と流量調
節弁との間の第一管路に連通して他端が順に第四手動弁と一段生物化学的処理タンクの水
戻り口に連通し、前記昇流式曝気生物ろ過タンクの上部出水口は第六手動弁が設置された
第二水戻り管路を介して一段生物化学的処理タンクの水戻り口に連通することを特徴とす
る請求項１に記載の生活汚水処理装置。
【請求項３】
　前記曝気ファンは一台あり、ファン管路を介してガス貯蔵タンクに連通し、前記曝気フ
ァンは一段生物化学的処理タンクと昇流式曝気生物ろ過タンク本体の外部に設置され、第
一曝気管と第二曝気管の給気口がそれぞれ第一流量制御弁、第三流量制御弁を設置した曝
気管路を介して同時にガス貯蔵タンクに接続されることを特徴とする請求項１又は２に記
載の生活汚水処理装置。
【請求項４】
　前記濾材層は濾過板を含み、濾過板に傘形濾過ヘッドが取り付けられ、濾過ヘッドの上
部に濾材が充填されることを特徴とする請求項３に記載の生活汚水処理装置。
【請求項５】
　前記濾過板に孔が開けられた清掃管が設置され、前記清掃管の給気口が第二流量制御弁
を設置した洗浄接続管を介して前記ガス貯蔵タンクに接続されることを特徴とする請求項
４に記載の生活汚水処理装置。
【請求項６】
　前記昇流式曝気生物ろ過タンクの本体内の底部に昇流式曝気生物ろ過タンクの下部出水
口へ傾斜するように設置される斜面があることを特徴とする請求項５に記載の生活汚水処
理装置。
【請求項７】
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　前記昇流式曝気生物ろ過タンクの上部出水口は第五手動弁を設置した第一汚水管路を介
して収集池の上部吸水口に連通し、収集池内に収集池の液位計が取り付けられ、収集池の
下部出水口が第二汚水管路を介して順にポンプ、逆止め弁及び電解装置内の汚水電解電極
の注入口に連通し、海水又は塩水が第八手動弁と第四流量制御弁を設置した海水管路を介
して汚水電解電極の注入口に連通し、汚水電解電極の出水口が排出タンクの下部吸水口に
連通し、前記排出タンクの上部に出水口が開けられて前記排出タンクの下部に出水口が開
けられ、収集池と排出タンクの本体のそれぞれに排気口が開けられ、収集池液位計は制御
システムに接続され、前記制御システムは収集池液位計の液位信号を収集し、液位信号に
基づき収集池内の液位高さを判断し、ポンプへ停止開始制御信号を出力することを特徴と
する請求項６に記載の生活汚水処理装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は汚水処理装置、特に生活汚水処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許番号ＣＮ０２１１７４８７．３の中国特許において、「生活汚水処理方法及びその
装置」を開示し、該方法は主に沈殿濾過と周期的生化学的反応を含み、酸素供給工程を追
加して、嫌気性－好気性反応を多段で交互に作動させ、プロセスのステップとして、生活
汚水供給、沈殿粗濾過、一段周期的生化学的反応、第一酸素供給工程、二段周期的生化学
的反応、第二酸素供給工程、沈殿、第三酸素供給、水サンプル収集、排出のように行われ
る。該方法はＭＢＲ膜による生化学的処理法では装置のメンテナンスへの要件が高く、装
置が故障すると周辺環境の特殊性のために、メンテナンス作業が非常に困難になり、装置
の故障率が高くメンテナンス作業負荷が大きいという欠陥がある。
【０００３】
　特許番号ＣＮ２０１１１０３８８４１７．６の中国特許において、複合船舶生活汚水の
処理方法」を開示し、ステップとして、粉砕ポンプを使用して収集タンクに収集した生活
汚水中の比較的大きな固形粒子を粉砕する粉砕ステップと、海水と汚水とを所定比率で混
合する海水導入ステップと、混合した海水と汚水との混合汚水を電気凝集装置に投入して
電気凝集処理を行う電気凝集ステップと、ポンプで汚水を電解槽に圧送して電解し、汚水
を電解槽において酸化するとともに次亜塩素酸ナトリウムを発生させて大腸菌を殺滅する
電解ステップと、電解した汚水を酸化収集タンクにおいて更に酸化して、殺菌し、電解し
て生じる水素ガスを排出する更なる酸化ステップと、汚水を中和ユニットに導入して、残
留塩素を中和し、基準に達させた後に排水ポンプにより合格するまで処理した汚水を船舷
外へ排出する中和ステップを含み、それらステップは順次行われる。該方法は電気凝集装
置をよく清掃する必要があるため作業量が大きく、水中の汚泥を十分に処理できず、電解
後の残留塩素が多すぎるため薬剤を添加して中和処理する必要があるため二次汚染を引き
起こし、ＣＯＤ指標の低下が困難であるという欠点が生存する。
【考案の概要】
【０００４】
　本考案は、従来技術における欠陥を克服し、占有空間が少なく、装置のメンテナンス作
業負荷が少なく、メンテナンスコストが低く、装置の無泥化処理のために二次汚染を引き
起こすことがない生活汚水処理装置を提供することを目的とする。
【０００５】
　例示される本考案の生活汚水処理装置は、一段生物化学的処理タンクと昇流式曝気生物
ろ過タンクとを含み、前記一段生物化学的処理タンクと昇流式曝気生物ろ過タンクの本体
の頂部にそれぞれ排気口が開けられ、前記昇流式曝気生物ろ過タンクの排気口において本
体の頂部における排気管を介して第七手動弁が接続され、前記一段生物化学的処理タンク
の本体に生活汚水源の入り口が開けられ、前記一段生物化学的処理タンクの本体下部に出
水口が開けられ、前記一段生物化学的処理タンク内に一段生物化学的処理タンクの液位計
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が設置され、前記一段生物化学的処理タンク内の底部と昇流式曝気生物ろ過タンク内の下
部に第一曝気管と第二曝気管がそれぞれ取り付けられ、前記第一曝気管と第二曝気管は曝
気ファンに接続され、前記昇流式曝気生物ろ過タンク内の上部に濾材層が取り付けられ、
前記昇流式曝気生物ろ過タンクの濾材層の上部における本体の周辺に集水槽が設置され、
集水槽に対応した位置での昇流式曝気生物ろ過タンクの本体側壁に上部出水口が開けられ
、前記第二曝気管は遮断網に支持されるように取り付けられ、前記遮断網は昇流式曝気生
物ろ過タンクの本体内壁に固定され、前記遮断網と濾材層との間の昇流式曝気生物ろ過タ
ンク内に浮遊型球状バイオパッキンが充填されて生物化学的処理領域を形成し、前記昇流
式曝気生物ろ過タンクの生物化学的処理領域に加熱装置が取り付けられ、遮断網の下部に
おける昇流式曝気生物ろ過タンクの本体に吸水口が開けられ、昇流式曝気生物ろ過タンク
の吸水口より低い昇流式曝気生物ろ過タンクの本体に下部出水口が開けられ、前記一段生
物化学的処理タンクの出水口は第一管路を介して順に第一手動弁、汚水粉砕ポンプ、流量
調節弁、流量計及び昇流式曝気生物ろ過タンクの吸水口に接続され、一段生物化学的処理
タンクの液位計は制御システムに接続され、前記制御システムは一段生物化学的処理タン
クの液位計の液位信号を収集し、液位信号に基づきタンク内の液位高さを判断し、汚水粉
砕ポンプに起動停止制御信号を出力する。
【０００６】
　本考案は、一段生物化学的処理タンクに曝気装置を増設することにより汚水に対して更
なる予備処理を行い、更に気路を制御することで連続的曝気モードと断続的曝気モードを
必要に応じて切り替えることができるという利点や有益な効果を有する。断続的曝気は処
理した汚水におけるリン含有量に対して要件がある場合に適用でき、好気性生物菌と嫌気
性生物菌を交互に作動させて、部分的にアンモニア態窒素とリンを降解することができる
。粉砕ポンプを使用して一段生物化学的処理タンク内の大体積物を循環粉砕することで、
生化学的処理に適するようにし、システムの生化学的処理効果を向上させる。二段処理装
置は昇流式曝気生物ろ過タンクであり、沈殿、生化学的処理、濾過を合わせる機能を有す
る処理装置である。前段粉砕汲上ポンプにより吸水し、且つ吸水流量を流量制御弁により
調整された後に供給する。従って昇流式曝気生物ろ過タンクで処理する過程では吸水が均
一であり、水流が安定し、水質、処理時間が同じ場合は水質の変動が低く、それにより汚
水の水質安定性を確保する。タンク内に更に恒温加熱装置が設置され、低温環境下で汚水
を恒温加熱して、菌群に最適な成長と作業の温度環境を提供し、それにより装置の処理効
果を確保する。戻るタンクの底部における沈殿物、濾材の清掃による不純物を循環処理す
ることで、システムの無泥化処理を実現し、且つメンテナンス作業負荷が少ない。三段電
解処理は、汚水に対して消毒滅菌、酸化脱色することにより排出する水質を一級Ａクラス
の基準に達成させ、また化学薬剤を添加する必要がない。以上のように、前記システムは
安定的に作動でき、メンテナンスが少なく、運用コストが低く、二次汚染がなく且つ排出
する水質基準が高い。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本考案の生活汚水処理装置の構造模式図である。
【考案を実施するための形態】
【０００８】
　本考案の内容、特徴及び効果を更に理解するために、以下の実施例により、図面と組み
合わせて詳細に説明する。
【０００９】
　例示される本考案の生活汚水処理装置は、一段生物化学的処理タンク１２と昇流式曝気
生物ろ過タンク１６を含み、前記一段生物化学的処理タンク１２と昇流式曝気生物ろ過タ
ンク１６の本体の頂部にそれぞれ排気口８が開けられ、前記昇流式曝気生物ろ過タンク１
６の排気口８にタンクの頂部の排気管を介して第七手動弁１１－７が接続され、前記一段
生物化学的処理タンク１２の本体に生活汚水源の入り口５が開けられ、前記一段生物化学
的処理タンク１２の本体の下部に出水口１０－１が開けられ、前記一段生物化学的処理タ
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ンク１２内に一段生物化学的処理タンクの液位計７－１が設置され、前記一段生物化学的
処理タンク１２内の底部と昇流式曝気生物ろ過タンク１６内の下部に第一曝気管１３－１
と第二曝気管１３－２がそれぞれ取り付けられ、前記第一曝気管１３－１と第二曝気管１
３－２は曝気ファンに接続され、前記昇流式曝気生物ろ過タンク１６内の上部に濾材層が
取り付けられ、好ましい前記濾材層は濾過板２３を含み、濾過板に傘形濾過ヘッド２４が
取り付けられ、濾過ヘッドの上部に濾材が充填される。前記昇流式曝気生物ろ過タンク１
６の濾材層の上部における本体の周辺に集水槽３７が設けられ、集水槽３７に対応した位
置での昇流式曝気生物ろ過タンク１６の本体側壁に上部出水口１０－２が開けられ、前記
第二曝気管１３は遮断網２７に支持されるように取り付けられ、前記遮断網２７は昇流式
曝気生物ろ過タンク１６の本体内壁に固定され、前記遮断網と濾材層との間の昇流式曝気
生物ろ過タンク１６内に浮遊型球状バイオパッキン２５が充填されて生物化学的処理領域
２６を形成し、前記昇流式曝気生物ろ過タンク１６の生物化学的処理領域２６に加熱装置
３６が取り付けられ、前記加熱装置３６は外界環境の温度が低い場合、生物化学的処理領
域を恒温加熱し、処理領域における微生物に最適な成長と作業の温度環境を作り、それに
より汚水の処理効果を確保する。遮断網２７の下部における昇流式曝気生物ろ過タンク１
６の本体に吸水口２０－１が開けられ、昇流式曝気生物ろ過タンク１６の吸水口２０－１
より低い昇流式曝気生物ろ過タンク１６の本体に下部出水口１０－３が開けられ、前記一
段生物化学的処理タンク１２の出水口１０－１は第一管路を介して順に第一手動弁１１－
１、汚水粉砕ポンプ１４、流量調節弁１１－２、流量計３９及び昇流式曝気生物ろ過タン
ク１６の吸水口２０－１に接続され、一段生物化学的処理タンクの液位計７－１は制御シ
ステムに接続され、前記制御システムは一段生物化学的処理タンクの液位計の液位信号を
収集し、液位信号に基づきタンク内の液位高さを判断し、汚水粉砕ポンプ１４に起動停止
制御信号を出力し、液位が所定値より高くなると、制御システムは汚水粉砕ポンプ１４に
起動信号を出力し、または、液位が所定値より低くなると、制御システムは汚水粉砕ポン
プ１４に停止信号を出力する。
【００１０】
　本装置の作動プロセスは以下のとおりである。
【００１１】
　生活汚水源の部分としてキチン由来汚水１についてグリーストラップ４で汚油と残渣を
分離し、風呂汚水２、黒水３を一括して一段生物化学的処理タンク１２内に流入する。
【００１２】
　一段生物化学的処理タンク１２内に固体又は液体人工微生物を加え、迅速に大量の微生
物を繁殖することで汚水処理装置の起動時間を大幅に短縮させ、曝気ファン１５により断
続的又は連続的に空気を導入して、微生物の成長や繁殖に必要な酸素ガスを提供し、微生
物で汚水を分解する。一段生物化学的処理タンクの液位計７－１により汚水粉砕ポンプ１
４を制御し、高水位の場合は汚水粉砕ポンプ１４を起動させ、タンク内の汚水を粉砕処理
した後に昇流式曝気生物ろ過タンク１６内まで吸い上げる。吸水流量を流量制御弁により
調整制御した後に吸水するため、昇流式曝気生物ろ過タンクで処理する過程では吸水が均
一であり、水流が安定し、水質、処理時間が同じ場合は水質の変動が低く、それにより汚
水の水質安定性を確保する。
【００１３】
　昇流式曝気生物ろ過タンク１６は沈殿、生化学的処理、濾過を組み合わせた汚水処理装
置であり、一段生物化学的処理タンク１２で処理した汚水を、汚水粉砕ポンプ１４により
昇流式曝気生物ろ過タンク１６の吸水口２０－１まで吸い上げる。汚水は下から上へ遮断
網２７を経た後に生物化学的処理領域２６内に均一に流入する。
【００１４】
　本体生物化学的処理領域２６内に浮遊型球状バイオパッキン２５が充填され、曝気ファ
ン１５は生物化学的処理領域に酸素ガスを導入して、好気性細菌を培養し、大量のコロニ
ーが浮遊型球状バイオパッキン２５に付着して、汚水中の不純物を生物学的硝化する。
【００１５】
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　生化学的処理をした汚水を、本体の上部に位置して周辺が一定厚さの濾材を充填した濾
過領域２２の傘形濾過ヘッド２４を設置した濾過板２３まで吸い上げ、処理した汚水中の
不純物を濾過除去して、出水を洗浄する。
【００１６】
　本装置では、一段生物化学的処理タンク１２内に曝気装置を追加し且つ一段生物化学的
処理タンク１２内の出水を昇流式曝気生物ろ過タンク１６の下部に送る時に遮断網を経て
、このように下から上へ流動するように生化学的処理を行う。このように一段生物化学的
処理タンク内に曝気装置を増設することで汚水に対して更なる予備処理を行い、それによ
り二段生物化学的処理タンクの処理時間を短縮させ、且つ連続的曝気モードと断続的曝気
モードのいずれかを必要に応じて選択することができ、断続的曝気はアンモニア態窒素と
リンを分解することができる。一段生物化学的処理タンクにおける汚水が汚水粉砕ポンプ
で粉砕された後に昇流式曝気生物ろ過タンクに入ろうとする時に、それにおける大体積物
が十分に粉砕されていない可能性があるため、遮断網で汚水における十分に粉砕されてい
ない物質を濾過して沈降領域に遮断し、それにより処理した汚水中の固形粒子物の含有量
を低下させ、且つ濾過ヘッド２４と濾過領域２２での目詰まりを減少させる。昇流式曝気
生物ろ過タンク１６内に加熱器３６を増設することにより、内部温度をずっと細菌群の最
適な成長と作業の温度に保持することを保証でき、汚水処理効果を確保する。
【００１７】
　好ましくは、前記一段生物化学的処理タンク１２の本体に水戻り口９が開けられ、昇流
式曝気生物ろ過タンク１６の下部出水口１０－３が第一水戻り管路を介して順に第三手動
弁１１－３及び汚水粉砕ポンプ１４に位置する入り口と第一手動弁との間の第一管路に連
通し、第二管路は一端が汚水粉砕ポンプ１４の出口と流量調節弁との間の第一管路に連通
して他端が順に第四手動弁１１－４及び一段生物化学的処理タンク１２の水戻り口９に連
通する。前記昇流式曝気生物ろ過タンク１６の上部出水口１０－２は第六手動弁１１－６
を設置した第二水戻り管路を介して一段生物化学的処理タンク１２の水戻り口９に連通す
る。一段生物化学的処理タンクにおける汚水が粉砕ポンプで粉砕された後に昇流式曝気生
物ろ過タンクに入ろうとする時に、それにおける大体積物が十分に粉砕されていない可能
性があるため、遮断網で汚水中の十分に粉砕されていない物質を濾過し、次に一段生物化
学的処理タンクに戻して循環粉砕と生化学的処理を行う。
【００１８】
　好ましくは、前記曝気ファン１５は一台あり、ファン管路を介してガス貯蔵タンク３８
に連通し、前記曝気ファン１５は一段生物化学的処理タンク１２と昇流式曝気生物ろ過タ
ンク１６の本体の外部に設置され、第一曝気管１３－１と第二曝気管１３－２の給気口１
８－１、１８－２はそれぞれ第一流量制御弁１９－１、第三流量制御弁１９－３を設置し
た曝気管路を介して同時にガス貯蔵タンクに接続される。ファンの点検やメンテナンスを
利便にするために曝気ファン１５は本体外部に設置されることになる。一段生物化学的処
理タンク１２と昇流式曝気生物ろ過タンク１６の本体内にそれぞれ水中ファンを設置し、
水中ファンを第一曝気管１３－１と第二曝気管１３－２に接続することも可能である。
【００１９】
　濾過ヘッドや濾過領域におけるパッキンは経時的に、目詰まりが発生することがあり、
洗浄プロセスにより洗浄することができる。濾過板に孔を開けた清掃管２１が設置される
ことが好ましく、前記清掃管２１の給気口１８－３は第二流量制御弁１９－２を設置した
洗浄接続管を介して前記ガス貯蔵タンクに接続される。濾過パッキンを洗浄するプロセス
は、第五手動弁１１－５、二つの流量制御弁１９－１、１９－３を閉じ、流量制御弁１９
－２を開き、空気を圧縮させて清掃管２１で濾過パッキンをパージする。次にファンを閉
じ、上部出水口１０－２に接続された第六手動弁１１－６を開き、粉砕ポンプの第四手動
弁、第七手動弁１１－７を閉じて粉砕ポンプを起動させ、濾過パッキンから取った汚泥を
一段生物化学的処理タンクに戻して更に処理する。
【００２０】
　好ましくは、前記昇流式曝気生物ろ過タンク１６の本体内の底部に昇流式曝気生物ろ過
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タンク１６の下部出水口１０－３へ傾斜するように斜面が設置されている。大体積粒子の
不純物が昇流式曝気生物ろ過タンクの底部に沈殿するため、タンクの底部を斜面にするこ
とで、下部出水口１０－３の付近に集める。定期的に第三手動弁１１－３、第四手動弁１
１－４を開いて汚泥粉砕ポンプのプロセスを逆にし、それにより昇流式タンクの底部にお
ける沈殿を一段生物化学的処理タンクに吸い戻し、次に循環処理する。
【００２１】
　好ましくは、汚水処理効果を更に向上させるために、昇流式曝気生物ろ過タンク１６の
上部出水口１０－２が第五手動弁１１－５を設置した第一汚水管路を介して収集池２８の
上部吸水口２０－２に連通し、収集池内に収集池の液位計７－２が設置され、収集池の下
部出水口１０－４が第二汚水管路を介して順にポンプ２９、逆止め弁１７－２及び電解装
置３０内の汚水電解電極３１の注入口に連通し、海水又は塩水３３が第八手動弁１１－８
と第四流量制御弁１９－４を設置した海水管路を介して汚水電解電極の注入口に連通する
。汚水電解電極３１の出水口１０－５が排出タンク３４の下部吸水口２１－３に連通し、
前記排出タンク３４の上部に出水口１０－６が開けられ且つ前記排出タンク３４の下部に
排出口３５が開けられ、収集池と排出タンクの本体にそれぞれ排気口８が開けられ、収集
池の液位計７－２は制御システムに接続され、前記制御システムは収集池の液位計７－２
の液位信号を収集し、液位信号に基づき収集池内の液位高さを判断し、ポンプに起動停止
制御信号を出力する。液位が所定値より高くなると、制御システムはポンプ２９に起動信
号を出力し、または、液位が所定値より低くなると、制御システムはポンプ２９に停止信
号を出力する。
【００２２】
　図中、３２は汚水電解電極３１に電源を提供する電解盤である。
【００２３】
　収集池内の水を電解装置３０における汚水電解電極３１に送り、同時に電極の注入口か
ら海水又は塩水を添加して導電性を向上させ、電解処理を行う。電解により水中の細菌を
殺滅するとともに、汚水を脱色してＣＯＤ指標を更に低下させることができ、電解処理し
た水は一級Ａクラス排出指標に達する。電解法は生化学的処理した汚水を更に処理するこ
とで、汚水の処理効果を向上させ、汚水の排出指標を生化学的処理法だけ使用する場合よ
り低くする。ここで言われる電解装置については、作動原理として海水に含まれた塩化ナ
トリウムを使用して、電解槽内において次亜塩素酸ナトリウム薬剤を生成し、それで汚水
を消毒、酸化、脱菌することで、排出された汚水を排出基準に達成させる。
【００２４】
　一般的な排気処理手段として、前記一段生物化学的処理タンク１２、昇流式曝気生物ろ
過タンク１６、収集池及び排出タンクの本体における排気口８は排気管路に連通し、排気
は排気口８を介して排気管路に集まって一括して排出される。
【００２５】
　本体内の液体過剰を防止するための一般的な手段としては、前記一段生物化学的処理タ
ンク１２の本体に溢流口６が開けられ、収集池の本体に溢流口が開けられる。
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